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平成２４年度 市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター） 

 

 

『学校図書館支援センター通信』は、市川市教育センターホームページでもご覧いただけます。 

市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター）  

〒272-0015 千葉県市川市鬼高１－１－４  

TEL ０４７－３２０－３３３５ FAX ０４７－３２０－３３５２ 

http://www.ichikawa-school.ed.jp/index.html 

  

 ２月１日（金）に、須和田の丘支援学校の中学部と高等部で、 

「市川子どもの本の会」の方々による、読み聞かせ会が開かれ 

ました。 

 最初に、会員の方が用意した数冊の本を簡単に紹介していた 

だき、その中から自分たちが読んでもらいたい本をクラスごと 

に選びました。 

 選書された本は様々でしたが、一番人気は食べ物に関する本 

でした。「やさいのかげ」という絵本では、読み手の方が子ども 

たちにクイズ形式で問いかけながら、読み進めていました。子どもたちは、何の野菜か分かると、

元気よく手を挙げて答えていました。カボチャのかげのページでは、「○○先生は、嫌いなんだよね。」

「スーパーでは半分に切って売っているよ。」などと、自分でお話を付け足しながら聞いている姿が、 

とても印象的でした。みな本が大好きで、お話の世界に入り込んで聞いていました。 

                      また、図書室には季節を感じる様々な掲示物や、 

絵本に出てくる人形が並び、その隣には子どもたち 

が書いた図書室の決まりが貼られていました。とて

も明るく、落ち着いてゆったりと読書が楽しめる環

境の中で読書活動が行われている様子が伺えまし

た。 

                 

 ２月１９日（火）に、文部科学省研究委託「平成２４年度 学校図書館の有効な活用方法に関す

る調査研究」の事業委員と協力校による合同会議が開催されました。 

大洲小学校からは、図書館教育の目標を「読む楽しさを味わう読書活動の推進・自ら学び、思考

し、表現する子」と掲げて行った授業実践の報告がありました。めざす図書館の姿を「豊かな学び

を支える開かれた大洲小学校図書館」と設定し、国語科で授業研究を行ったことで、子どもたちが

授業で活用する図書のジャンルが広がり、様々な図書を手にするようになったことや、司書教諭が

週２時間、図書館にいられるように校内体制を整えたことで、学校図書館員が不在の日にも、図書

館が有効に活用されるようになったとのことです。 

第七中学校からは、４年間にわたる校内研究体制や学校図書館活用に関する職員研修会の成果に

ついての報告がされました。 

 図書館を有効に活用するには、まず教員が活用のスキルを身に付 

けることが必要であると考え、毎年、講師を招いた研修会を行った 

ところ、授業での図書館活用の回数が増え、様々な教科・領域で、 

図書が利用されるようになったと報告がありました。 

 これらの実践内容については、今年度の研究紀要にまとめて、各 

学校に配付いたしますので、学校図書館活用の参考にしてください。 

二俣小では、幼小連携の取り組みの一環として、２年生と幼稚園児が一緒に「読書会」や「読み聞か

せ会」を行っています。 

今回の「読書会」では、学校図書館員が紙芝居「ごきげ 

んのわるいコックさん」（まついのりこ作）を読み聞かせ 

したり「大坂うまいもんのうた」（長谷川義史著）を振り 

をつけて一緒に歌ったりして、楽しい時間を共有しました。  

「読み聞かせ会」では、２年生が幼稚園児にむかしば 

なしの読み聞かせをするため、現在一生懸命に練習して 

います。  

 このように本を通じた異年齢との交流から、一人で読書 

をするのとは違う本の楽しみ方を味わい、読書の世界が 

広がればと願っています。 
市川市立二俣小学校  学校図書館員 飯塚 ちよ子 

 

～ひろげよう！図書館の輪・リレー執筆～ 図書館の窓から 

学校図書館活用授業紹介 須和田の丘支援学校「市川子どもの本の会」 

 

          【豆っぴを使って、大洲小学校で蔵書点検をやってみました！】 

          パソコンから取り外して使える、「豆っぴ」（携帯型バーコードリーダー）で、 

蔵書点検をしました。書誌の確認作業が必要でない場合は、パソコンが 

いらない豆っぴが便利です。（書誌の確認が必要な場合は、通常のバー 

コードリーダーを使うか、豆っぴをパソコンにつないで、画面を見なが 

ら行ってください。）     ①棚の図書をバーコードが見える位置ま 

               で少し手前に出す。 

              ②豆っぴを右の写真のように持って、斜 

               め上からあててバーコードをスキャン 

する。 

               （少し斜め上からスキャンすると反応が良いです。） 

              ③スキャンした図書は、棚の奥に戻す。 

              ④豆っぴに取り込んだ情報は、エクセルに取り込み、並べ替えをし 

て、間違ったデータが入っていないか確認をしてから、トップネ 

ットに取り込みます。（メモ帳だと並べ替えができません。） 

                            図書の移動がいらないので、大変便利です。ぜひご活用ください。 

蔵書点検の仕方 

座ったままでもOK。 

斜め上からあてると

反応しやすいです。 


